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刊行のことば

本報告書は、日本家族社会学会の全国家族調査研究会によって行われた全国

家族調査(略称 NFR) の研究成果報告書『全国家族調査 (NFR98) シリーズ』

のうちの一冊である。

本調査の概要は、日本家族社会学会の全国家族調査 (NFR)研究会によって

2 0 0 0年 7月に刊行された報告書『家族生活についての全国調査 (NFR9 8) 

-NO.Uに示されている。同報告書においては、調査のねらいとデザイン、調

査結果の概要、および基礎資料が掲載されている。本シリーズとともに参照し

ていただきたい。この『家族生活についての全国調査 (NFR9 8) -NO.lJを

第一次の報告書とすれば、今回の報告書シリーズは、第二次の報告書 (NO.2) 

ということになる。「家族キャリア」、「親子関係J、「夫婦関係」などテーマごと

の分冊(シリーズ)として刊行されることになっている。

簡単に調査の特性を示しておこう。

本調査の目的は、官庁調査では捉えきれない、家族社会学の視点による日本

家族の全体像の把握、一定期間を聞けて繰り返される継続調査として定点観測

することによる家族変動の的確な分析、全国をカバーする確率標本による国際

比較可能なデータの蓄積、そして何より、こうした信頼できる豊富なデータを

研究者の間で広く共有できるようなデータの公開、などをあげることができる。

NFR98は、大正 10年 1月 1日~昭和 45年 12月 31日生まれ(1 9 9 

8年 12月時点で満 28'""7 7歳)の男女を対象として、 1 9 9 9年 1月に実

施された。対象者の確定時点にもとづいて、本データは rNFR9 8 Jと呼ばれ

る。層化多段抽出法で標本数は 10， 500。全国 535地点。訪問留置法で

調査の実施は(社)中央調査社に委託した。

調査票は、昭和 16'"" 4 5年出生者は一般調査票、大正 10--昭和 15年出

生者は高齢者調査票を用いた。これら調査票は 19ページまでは同一、高齢者

調査票はさらに 6ページが加わる。

回収票は 69 8 5、回収率 66.5 %。うち男性票 3323 (64.35%に

女性票 3662 (68.62%) である。

本調査は、文部省科学研究費(基盤研究 A 研究代表者・森岡清美「日本現

代家族の基礎的研究J平成 10年'""1 2年)の助成を得て可能になった。さら



には、長寿社会開発センタ一、アジア女性フォーラムほかにも援助を受けた。

日本家族社会学会には、費用の面だけでなく、人的かつ組織的に多大な支援

を得た。本調査の企画以来、森岡清美先生、正岡寛司先生、袖井孝子先生の三

人の歴代の会長にとくに感謝したい。

NFR98データの一般公開をできるだけ早い時期に実施すべく準備を進め

ている。本報告書シリーズを端緒として、 NFR研究の継続と発展、さらには現

代日本の家族研究のよりいっそうの推進が課題となろう。関係の皆様には、今

後ともいっそうの御指導と御支援をお願いする次第である。
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